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研究要旨 
建築物衛生法では、延床面積が 3000m2 以上の特定建築物において、空気環境の調整、給水の管

理、排水の管理、清掃等、ねずみ等の防除の方法が定められている。これらの項目に対して現行の

手法は測定技術者等が現地で調査・測定を実施しているが、IoT（Internet of Things）技術の発展

に伴い、自動調査・自動測定による建築物衛生管理への適用も期待されている。本章では、自動調

査・自動測定の建築物衛生管理への適用も見据えて、現時点で開発されている自動調査・自動測定

の技術に関して調査を行うことを目的とし、関連企業に対するヒアリングを実施した。 
ヒアリングした企業は 3 社であり、空気環境の調整に関する IoT 技術が 2 件（IoT カメラによる

日常点検、画像データの 3 次元 CAD モデリング化と室内環境の数値シミュレーション技術）、ねず

み等の防除に関する IoT 技術が 1 件である。 
IoT カメラによる日常点検の事例では、温湿度計・圧力計等の計器類の付近にカメラを設置し、

定期的な撮影・画像の保存による日常点検が可能であった。3 次元 CAD モデリング化とシミュレー

ション技術では、複雑で設計データがない建物や図面がない室内などで 3 次元 CAD データが必要

な場合に有用で、温熱・気流・汚染物質濃度・換気など室内環境の数値流体解析、建物や設備管理

や改修計画、などに活用できる。ねずみ等の防除に関する事例では、赤外線暗視カメラ・粘着紙・

振動板センサーによるねずみ等の生息調査が可能であった。飛翔昆虫の AI 自動同定・報告書作成

システムは、25 種類の昆虫の自動同定+個体数判断が AI 技術により可能で、捕虫紙で捕獲した昆

虫の写真を転送のみで、同定・検数・報告書の自動作成も可能である。 
人員削減・コスト削減の観点から自動調査・自動測定の技術の建築物衛生管理への適用が期待で

きる。 
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A. 研究目的 
建築物衛生法では、延床面積が 3000m2 以上

の特定建築物において、空気環境の調整、給水

の管理、排水の管理、清掃等、ねずみ等の防除

の方法が定められている。これらの項目に対し

て現行の手法は測定技術者等が現地で調査・測

定を実施しているが、IoT（Internet of Things）
技術の発展に伴い、自動調査・自動測定による

建築物衛生管理への適用も期待されている。 

本章では自動調査・自動測定の建築物衛生管

理への適用も見据えて、現時点で開発されてい

る自動調査・自動測定の技術に関して調査を行

うことを目的とする、 
 

B. 研究方法 
調査は関連企業に対するヒアリングにより

実施した。ヒアリングした企業は 3 社であり、

空気環境の調整に関する IoT 技術が 2 件、ねず

み等の防除に関する IoT 技術が 1 件である。 
 

C. 研究結果 
C.1. IoT カメラによる日常点検の事例 
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 IoT カメラによる日常点検のフロー図を図

8-1 に示す。本図はヒアリング対象企業（以降、

A 社）のホームページから引用したものである
１）。当事例は温湿度計・圧力計等の計器類の付

近にカメラを設置し、定期的な撮影・画像の保

存による日常点検を目的としている。当事例の

フローは下記のとおりである。 
 Step 1：専用 IoT カメラの設置 
撮影対象となる計器付近にカメラを設置す

る。A 社が提供する専用 IoT カメラの主な仕様

を表8-1に示す。通信方式はBluetoothであり、

A 社が提供するルーターを用いることで同時に

8 台のカメラと接続することが可能である。カ

メラとクラウドを接続することにより画像デー

タのアップロードのほか、遠隔撮影シャッター

として利用することも可能である。また、連続

作動時間は 1 日 3 回の撮影で 3 年程度である。

なお、専用 IoT カメラ以外のカメラでもクラウ

ドと連携することにより、同システムを利用す

ることは可能である。 
Step 2：初期設定 
専用アプリ（iOS のみ）により、撮影解像度・

撮影スケジュール・計器種類等を設定する。計

器種類は円型（時計回り／反時計回り）・矩形型

（時計回り／反時計回り）・ナナセグ型・カウン

タ型・レベル型・フロート型・ランプ型に対応

している。これらの計器の種類によらず、計器

の値をデジタル値として読み取ることが可能で

あり、クラウド上に保存される。 
Step 3：リモート点検 
クラウド上に保存された画像を基にリモー

ト点検が実施可能である。なお、計器の読み取

表 8-1 専用 IoT カメラの主な仕様１） 
通信方式 Bluetooth 5.0/LTE Cat. 1  

外形寸法 125.5 x 139.9 x 24.5mm 

質量 約 360g 

解像度 
3 段階 
(2592x1936/1296x960/640x480) 

内部電源 リチウムイオン電池 

外部電源 マグネット充電方式 

連続作動時間 
1 日 3 回撮影で 3 年程度持続 
（解像度による） 

初期設定 iOS アプリ 

図 8-1  IoT カメラによる日常点検のフロー１） 
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り値に誤りがある場合には手動による調整が可

能であり、機械学習により読み取り値の精度向

上に寄与する。 
当事例は計器の数値をデジタル化し、日常点

検を目的としている。建築物衛生管理への適用

に向けては建築物環境衛生管理基準で定められ

る項目を測定可能な計器の付近に IoTカメラを

設置し管理基準値の逸脱有無を点検するなどが

考えられる。 
 

C.2. 画像データの 3次元CADモデリング化と

室内環境の数値シミュレーション技術 
画像を点群化して 3 次元の CAD モデリング

を作成した後、CFD（Computational Fluid 
Dynamics、数値流体解析）などシミュレーショ

ン計算をして提供する２）。 
建物や室内、物体などにレーザーを当て、そ

の反射で情報を読み取って形を点群化する。精

度は少し劣るが iPad に取り付けた機器でも可

能である。 
温熱や気流のシミュレーションが強みであ

り、気流のシミュレーションができるので、浮

遊粉じん、PM2.5など粒子状物質、換気にも活用

できる。最適な換気方策をシミュレーションす

るということで、昨今のコロナ対策にも資する

ことができる。 
建築物衛生法における空気関連の環境衛生

管理 6 項目のなかで、温度、湿度、気流、CO 濃

度、CO2濃度、浮遊粉じんの挙動把握のための

シミュレーションに対応できる。建物や設備の

結露把握にも活用できるが、温度・湿度だけに

比べると計算難易度は高くなる。 
すでに存在する建築物の運用管理に加え、建

築物を設計する段階、つまり空調機を何台取り

付けたら空気の挙動がどうなるのか、それは適

正な換気となるのかなどの予測にも活用できる

と考えられる。設計段階なら BIM（Building 
Information Modeling）や BEMS（Building 
and Energy Management System）と組み合わ

せの相性が良さそうである。 
複雑で設計データがない都市環境や室内構

成物などの 3 次元モデリングに強みがある。図

面がないなどで CAD データ化するのが難しい

場合にモデリングしてデータ提供してもらうと、

建物や設備管理や改修設計、CFD 解析などに活

用できる。 
このような技術の普及にはシミュレーショ

ンをした上で対策を取るなどより精緻な取り組

みをしている建物は、測定回数を緩和するなど

の優遇策が必要と考えられる。 
 
C.3. ねずみ等の防除に関する事例 
飛翔昆虫の AI 自動同定・報告書作成システ

ムの事例を図 8-2 に示す。当事例は AI を活用

して25種類の昆虫の自動同定+個体数判断が可

能であり、捕虫紙で捕獲した昆虫の写真を転送

のみで、種の同定・検数・報告書の自動作成が

可能である。 
ねずみ遠隔システムの事例を図 8-3 に示す。

当事例は米国の事例である。振動板センサーを

設置し、ねずみ等が振動板上を通過することで

生息調査するシステムである。24 時間 365 日

生息調査し、生息確認時はメールで通知が送付

される。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 8-2 飛翔昆虫の AI 自動同定・報告書作成

システム 
図 8-3 ねずみ遠隔監視システム 
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センサー感知式暗視カメラの事例を図 8-4 に

示す。当事例は動物・ねずみ監視のための感知

機能があり、感知されると自動的に撮影される

仕様となっている。赤外線センサーの感知距離

は 20m、角度は 50～60°程度であり、乾電池

で半年程度作動する。当カメラの設置により、

ねずみの生息調査や粘着板の回避行動経路等の

調査が可能となる。 
これらの事例は建築物内のねずみ等の防除

の調査の際に利用できる可能性がある。特に、

飛翔昆虫の AI 自動同定・報告書作成システム

は報告書の自動作成まで実施できるシステムが

国内で開発されていることから有用性は高いと

考えられる。しかし、現時点で当事例は食品工

場における採用事例が多いことからオフィスに

おける捕虫紙の設置位置等に関するガイドライ

ン等が示されれば建築物衛生管理への適用可能

性も高いと考えられる。 
 

D. まとめ 
本章では、自動調査・自動測定の建築物衛生 
 

 

管理への適用も見据えて、現時点で開発されて

いる自動調査・自動測定の技術に関して調査を

行うことを目的とし、関連企業に対するヒアリ

ングを実施した。 
IoT カメラによる日常点検の事例では、温湿

度計・圧力計等の計器類の付近にカメラを設置

し、定期的な撮影・画像の保存による日常点検

が可能であった。当事例の建築物衛生管理への

適用に向けては建築物環境衛生管理基準で定め

られる項目を測定可能な計器の付近に IoTカメ

ラを設置し管理基準値の逸脱有無を点検するな

どが考えられる。 
画像の 3次元モデリング化と数値シミュレー

ション技術の事例では、画像を点群化して 3 次

元 の CAD モ デ リング を した 後 、 CFD
（Computational Fluid Dynamics、数値流体解

析）などシミュレーション計算をして依頼者に

提供する。特に、熱や気流のシミュレーション

が強みであり、気流解析ができるため、建築物

衛生法における温度、湿度、気流、CO 濃度、

CO2 濃度、浮遊粉じんの挙動把握のためのシ

ミュレーションに対応できる。複雑で設計デー

図 8-4  センサー感知式暗視カメラ３） 
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タがない都市環境などのモデリングや図面がな

い建物などをCADデータ化する場合に有用で、

建物や設備管理や改修設計、CFD 解析などに活

用できる。 
ねずみ等の防除に関する事例では、赤外線暗

視カメラ・捕虫紙・振動板センサーによるねず

み等の生息調査が可能であった。報告書の自動

作成が可能なシステムも国内で開発されており、

センサーや捕虫紙の設置位置等に関するガイド

ライン等が示されれば建築物衛生管理への適用

可能性も高いと考えられる。 
人員削減・コスト削減の観点から自動調査・

自動測定の技術の建築物衛生管理への適用は大

きく期待されている。自動調査・自動測定に関

する技術は国内外問わず開発されていることか

ら今後も引続き自動調査・自動測定に関する技

術を調査し、建築物衛生管理に適用可能な条件

等を明らかにする予定である。 
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